
　第８次総合計画基本計画の主要事業における達成度としては、176事業のうち、86事業（48.8％）が「ほぼ達成できた」、67事業（38.1％）が

「まあまあ達成できた」、16事業（9.1％）が「あまり達成できなかった」、7事業（4.0％）が「ほとんど達成できなかった」となっています。

　中でも「５　たんとの自然に　たんとの愛情をそそぐまち」の達成状況が低く、「３　住みたい、住み続けたいまち」及び「１　みんな

なっかで　ぬくといまち」の達成状況が高くなっています。

ほぼ達成できた まあまあ達成できた あまり達成できなかった ほとんど達成できなかった

（80％以上） (50～80％) (10～50％) (10％未満)

みんな　なっかで　ぬくといまち 25 20 4 1 50

（保健・医療・福祉の充実） 50.0% 40.0% 8.0% 2.0% 100.0%

学校、家庭、地域ぐるみで育むまち 13 16 4 2 35

（教育の充実・文化の振興） 37.2% 45.7% 11.4% 5.7% 100.0%

住みたい、住み続けたいまち 27 9 1 1 38

（生活環境の整備） 71.1% 23.7% 2.6% 2.6% 100.0%

活気にみちた産業を育むまち 8 18 4 0 30

（産業の振興） 26.7% 60.0% 13.3% 0.0% 100.0%

たんとの自然に　たんとの愛情をそそぐまち 13 4 3 3 23

（自然環境の保全） 56.5% 17.3% 13.1% 13.1% 100.0%

86 67 16 7 176

48.8% 38.1% 9.1% 4.0% 100.0%
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ほぼ達成できた まあまあ達成できた あまり達成できなかった ほとんど達成できなかった

（80％以上） (50～80％) (10～50％) (10％未満)

子どもを安心して生み育てることのできるまちをつくる

（子育て支援、児童福祉）

誰もが健やかに暮らせるまちをつくる

（こころと身体の健康づくり、地域医療体制）

生きがいをもって安心して生活できるまちをつくる

（地域福祉社会、高齢者福祉、障がい者福祉）

地域ぐるみで子どもを育み、自ら学ぶまちをつくる

（学校教育、地域における人づくり）

健康的で文化の香りあふれるまちをつくる

（文化活動、スポーツ）

快適に暮らせるまちをつくる

（土地利用、道路・交通ﾈｯﾄﾜｰｸ、上下水道、情報通信）

安心・安全な暮らしを実感できるまちをつくる

（防災対策、交通安全・防犯対策）

地域の自立を支える「産業力」のあるまちをつくる

（農林業、商工業）

賑わいと魅力のあるまちをつくる

（観光振興、観光形態）

美しい自然を継承するまちをつくる

（美しい景観、森林保全、河川整備）

環境と共生するまちをつくる

（廃棄物適正処理・ﾘｻｲｸﾙ、環境保全活動）
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施策の基本方向別　主要事業の達成状況一覧表
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第８次総合計画に係る達成度が低い評価であった事業について

事業所等に対し子育てしやすい就業環境の啓発 今後とも取組

公立森町病院の経営の健全化 今後とも取組

地区社会福祉協議会の設立 今後とも取組

施設サービスへの支援 今後とも取組

ユニバーサルデザインの推進 今後とも取組

子ども安全ネットワーク（仮称）の設置 放課後子ども教室のための運営委員が発足したことで情報交換の場が整備済み

男女共同参画推進計画の策定 平成28年度策定中(今後、計画に基づき取組）

旧家の建物の利活用と保存の支援 重要な歴史資料の調査及び保存を図る中で取組

文化財等のデジタルミュージアム構築事業 文化財・歴史資料等のデジタル化を検討

景観法を活用した文化財の保存・活用 国指定文化財等の調査研究と公開を進める中で取組

地域スポーツクラブの育成 森町体育協会所属の競技部、ｽﾎﾟｰﾂ少年団が地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞとほぼ同等の活動を実施

バスの新しい運行体系等の整備 平成28年度 地域公共交通検討調査事業として取組中

自主防犯ボランティア団体の育成 類似事業実施団体として、放課後見守り隊や消防団活動など

地場材需要の拡大 森林認証を申請し、森町産材としてのブランド化について取組

特産品のブランドをいかした販売促進 地域ブランド戦略については、今後も関係団体と連携して検討

ネット商店街にぎわい創出事業 商工会運営のﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ「ええら森町」への支援を継続

新東名高速道路パーキングエリアを活用した情報発信 実施済みであるが、まちの魅力の発信基地として活用を検討

町民や企業との協働による自然景観の保全活動 協働のまちづくり推進事業として今後とも取組

景観条例の検討 今後とも検討

緑の少年団の結成推進 時代とともに子どもの数が減少し、三倉小学校にあった緑の少年団も解散している

森づくり教室の開催 平成27年合併60周年記念植樹事業実施、県や山林協会主催事業で対応

バイオマス資源の活用推進 手法も含めて今後とも検討

動物愛護思想の普及 町総合防災訓練でペット同行避難訓練を実施する中で取組

今後の方向性章 施策の基本方向

たんとの自然に　たんとの愛情を
そそぐまち

（自然環境の保全）
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みんな　なっかで　ぬくといまち
（保健・医療・福祉の充実）

学校、家庭、地域ぐるみで育むま
ち

（教育の充実・文化の振興）

住みたい、住み続けたいまち
（生活環境の整備）

活気にみちた産業を育むまち
（産業の振興）


